
44

．33 騒音

松阪市では住民の生活環境保全のため、騒音規制法第21条の2「騒音の測定」に基づき、騒音調査を実

施しております。 

騒音の大きさの例を表3－3－1に示します。 

騒音とは、望ましくない音です。人間の主観的判定によるものであって、音楽でも時間帯と音量によ

っては、聞かされる側にとっては騒音となります。一般的には生理的影響（聴力障害、睡眠妨害等）、

心理的影響（うるささ、会話障害等）、社会的影響（地価の低下、家畜への影響等）を与える音とされ

ています。主な発生源は、自動車、工場、建設作業音等ですが、近年ではカラオケ、家庭用ク－ラ－等

による*近隣騒音が問題になってきています。 

騒音は、他の大気汚染や水質汚染等と違って直接人間が感知する事ができるため、私たちの日常生活

に深い影響を与えます。しかし個人の主観的な判断により異なるので、そこに問題の難しさがあると言

えます。このことから、お互いが周辺へ迷惑をかけない様、心掛ける事が大切です。 

環境騒音は、騒音の総暴露量を正確に反映し、国際的な比較もできる観点から、*等価騒音レベル（LAeq）

で評価されます。これはそれまでの中央値(L50)に代わり、平成11年4月から用いられております。 

※文中の ＊は巻末(P131)の「用語解説」を参照。

表３－３－１騒音の大きさの例

*デシベル 状   態 デシベル 状   態 

120  飛行機のエンジンの近く 60 
 静かな乗用車 

 普通の会話 

110  自動車の警笛（前方２ｍ） 50  静かな事務所 

100  電車が通るときのガ－ド下 40 
 図書館 

 静かな住宅地の昼 

90 
 大声による独唱 

 騒々しい工場の中 
30 
 郊外の深夜 

 ささやき声

80  地下鉄の車内 20 
 木の葉のふれあう音 

 置き時計の秒針の音（前方１ｍ） 

70 

 電話のベル 

 騒々しい事務所の中 

 騒々しい街頭 

（出所：「工場・事業場に対する騒音・振動規制の手引き」（三重県環境部）） 



45

(1)関係法令による規制・指定状況 

①  環境基準 
騒音に係る環境基準は、「環境基本法」（平成５年11月19日法律第91号）第16条の規定に基づき、

人の健康を保護し、生活環境を保全するうえで維持されることが望ましい基準として、「騒音に係

る環境基準について」（平成10年９月30日環境庁告示第64号）により定められています（資2－3－

1、資2－3－2）。 

②  工場・事業場騒音の規制基準 
工場・事業場や住宅の増加により工場等と住宅が接近し、工場等の騒音が住宅地へ影響を及ぼし

ます。これら工場・事業場の騒音を規制するため、「騒音規制法」（昭和43年６月10日法律第98号）、

「特定工場等において発生する騒音の規制基準」（平成24年3月30日松阪市告示第79号）、「特定

工場等において発生する騒音及び特定建設作業に伴って発生する騒音について規制する地域の指

定」（平成24年3月30日松阪市告示第78号）、「三重県生活環境の保全に関する条例」（平成13年

３月27日三重県条例第７号）によって区域の区分及び時間の区分を定め規制基準が設定されていま

す（資2－3－3、資2－3－4、資2－3－5）。 

③  自動車騒音の限度 
現在、身辺にある主要な騒音源のうち、私たち住民を悩ましている大きな原因の一つに自動車に

よる道路交通騒音があります。 

この道路交通騒音についての対策として、「騒音規制法第17条第１項の規定に基づく指定地域内

における自動車騒音の限度を定める省令」（平成12年３月２日総理府令第15号）で自動車騒音の限

度が定められています（資2－3－6）。 

④  営業騒音の排出基準 
「三重県生活環境の保全に関する条例」（平成13年３月27日三重県条例第７号）では、騒音のな

い静かな町づくりを進めるため、飲食店等を対象に夜間における規制基準の遵守、カラオケ等音響

機器の使用制限を適用しています。 

(a) 騒音の規制基準の遵守（「三重県生活環境の保全に関する条例」第50条） 

夜間（午後10時から翌日の午前６時まで）、営業所の敷地境界線において、次に掲げる規制基

準（資2－3－7）を超える騒音を発生させてはいけません。 

(b) 音響機器の使用制限（「三重県生活環境の保全に関する条例」第51条） 

深夜における良好な居住環境を守るため、騒音の防止を図る必要がある地域においては午後11

時から翌日の午前６時までの間、資2－3－8に掲げる音響機器を使用してはいけません。 
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(2) 現況（平成27年度） 

①環境騒音 
環境騒音の実態を把握するため、道路に面する地域以外の地域（以下「一般地域」といいます。）

の市内９地点で測定を実施しました。なお、測定結果の詳細は、資1－3－1に示します。 

昼間の時間帯、及び夜間の時間帯において、昨年度同様、全地点で環境基準に適合していました。 

②自動車騒音常時監視 
騒音規制法第18条第1項の規定に基づき、市内の主要幹線道路を対象とし、自動車騒音の状況の常

時監視を実施しました。道路端から50mの範囲において、個々の建物ごとの騒音レベルを推計し、環境

基準を超過する住居等の戸数の割合を算出する評価方法です。今後の総合的な道路環境の各種施策へ

の反映を図る資料とします。 

平成27年度は、一般国道23号、一般国道42号、松阪嬉野線及び多気八太線の評価を行いました。測

定結果の詳細は、資1－3－2に示します。 

データを集計した結果、昼間（6時～22時）及び夜間（22時～6時）とも環境基準値以下であったの

は1602戸（96.9 %）となっており、昼間のみ基準値以下の住居は34戸（2.1%）、昼夜間とも基準値を

超過した住居は17戸（1.0%）で、夜間のみ基準値以下の住居等はありませんでした。 

(3) 経年変化 

松阪市では環境騒音の調査を昭和46年度より実施しております。平成20年度から調査を行っている

９地点における環境騒音調査の結果は、昼間の時間帯及び夜間の時間帯において全地点について環境

基準に適合していました。平成20年からの経年変化を図３－３－１に示します。 
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図３－３－１ 平成20年度～27年度の環境騒音の経年変化 
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．34 振動

松阪市では住民の生活環境保全のため、振動規制法第19条「振動の測定」に基づき、振動調査を実施

しております。 

振動の影響例を表3－4－1に示します。 

振動は事業活動によって発生する地盤振動が家屋に伝搬し、その中にいる人が、その振動を直接感じ

たり、戸、障子等が振動によりガタガタ鳴ることにより、感覚的苦情を生じさせます。また、建設作業

で使用するくい打機等、特に大きな振動の発生源に近接している場合には、壁、タイル等のひび割れ等

の物的被害も見られますが、一般的には、住民に対する心理的・感覚的な影響が振動公害の主体をなし

ています。主な発生源として、工場・事業場、建設作業、道路交通振動等があります。 

なお、道路交通振動は指示値が不規則かつ大幅に変動するため「振動規制法施行規則」（昭和51年11

月10日総理府令第58号）に基づき、*振動レベルの80％レンジの上端値（L10）で評価されます。 

※文中の ＊は巻末(P131)の「用語解説」を参照。 

表３－４－１振動の影響例

振動レベル 振動の影響 震度の解説 震度 

90dB 有意な生理的影響が生じ始める 
かなりの恐怖感があり、一部の人は身の

安全を図ろうとする 
４ 

80dB
屋内にいるほとんどの人が揺れを感じ、

恐怖を覚える人もいる 
３ 

深い眠りに対して影響が出始める 

過半数の人が振動をよく感じる 

浅い眠りに対して影響が出始める 

70dB
屋内にいるほとんどの人が揺れを感じ、

眠っている人の一部が目を覚ます 
２ 

60dB
屋内にいる人の一部がわずかな揺れを

感じる 
１ 

振動を感じ始める（振動閾値） 

50dB 人は揺れを感じない ０ 

40dB

（出所：「振動規制の手引き」（平成14年５月、振動法令研究会）） 
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(1) 関係法令による規制・指定状況 

①  工場・事業場振動の規制基準 
工場・事業場から発生する振動は、騒音と同じ様に「振動規制法」（昭和51年６月10日法律第64

号）、「振動を防止することにより住民の生活環境を保全する必要があると認める地域の指定」（平

成24年3月30日松阪市告示第82号）、「特定工場等において発生する振動の規制基準」（平成24年3

月30日松阪市告示第83号）や「三重県生活環境の保全に関する条例」（平成13年３月27日三重県条

例第７号）により規制されています（資2－4－1、資2－4－2、資2－4－4）。 

②  道路交通振動の限度 
道路交通振動とは、自動車が道路を通行することに伴い発生する振動を言います。指定地域内に

おける道路交通振動が限度を超えていることにより、道路の周辺の生活環境が著しく損なわれてい

ると認めるときは、道路管理者に対し当該道路の部分につき、道路交通振動の防止のための舗装、

維持または修繕の措置をとるべきことを要請することとしています。 

この道路交通振動についての対策として、「振動規制法」第16条に基づき、「振動規制法施行規

則」（昭和51年11月10日総理府令第58号）で道路交通振動の限度が定められています（資2－4－3、

資2－4－4）。 

(2) 現況（平成27年度） 

道路交通振動についての実態を把握するために、市内の主要幹線道路である県道松阪環状線及び国

道23号線沿いの２地点において測定を実施しました。なお、測定結果の詳細は、資1－4－1に示します。 

昨年度と同様、調査した全ての地点及び時間帯において、道路交通振動の限度以下の測定結果でし

た。 

(3) 経年変化 

松阪市では振動の調査を昭和53年度より実施しております。平成20年度から調査を行っている２地

点における振動調査の結果は、昼間の時間帯及び夜間の時間帯において全地点について*要請限度基準

に適合していました。平成20年からの経年変化を図３－４－１に示します。 
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図３－４－１ 平成20年度～27年度の振動の経年変化 
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3．5 悪 臭 

悪臭とは、臭気とも言われ、不快な臭いの総称です。本来は、人間の嗅覚を刺激して不快感を与える

感覚現象を指しますが、一般的には、眼や呼吸器等の粘膜を刺激する現象を含めて言います。また悪臭

物質は、不快な臭いの原因となって生活環境を損なう恐れのある物質とされています。しかし同じ強さ

の悪臭であっても、受ける刺激には個人差があり、また、その時、その状態においても差が生じます。

(1) 関係法令による規制・指定状況 

①  事業活動に伴って発生する悪臭の規制基準 
「悪臭防止法」（昭和年46６月１日法律第号91）では、工場その他の事業場における事業活動に

伴って発生する悪臭について規制するため、特定悪臭物質としてアンモニア等物質22 を定めるとと

もにその物質ごとに規制基準を定めることにしており、「悪臭防止法施行規則」（昭和年47５月30

日総理府令第号39）で規制基準の範囲を定め、松阪市では「悪臭防止法の規定に基づく規制地域の

指定及び規制基準」（平成年月日松阪市告示第号24330 85）で規制地域及び規制基準を定めていま

す（資2－－）。51  
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．36 ダイオキシン類

ダイオキシン類は通常は無色の固体で、水に溶けにくく、蒸発しにくいという性質を持っている一方

で、脂肪などには溶けやすいという性質を持っています。また、他の化学物質や酸、アルカリとは容易

に反応しない安定した性質を持っていますが、太陽からの紫外線で徐々に分解されると言われています。 

ダイオキシン類は脂肪に溶けやすいので、脂肪分の多い魚、肉、乳製品、卵などに含まれやすくなっ

ています。食生活の違いから、我が国では魚介類、欧米では肉や乳製品等からの取り込み量が多くなっ

ています。いずれの国でも体への取り込み量の７～９割程度が魚、肉、乳製品、卵に由来しているよう

です。魚、肉等に比べれば、野菜から取り込まれるダイオキシン類は非常に少ないものと考えられます。 

ダイオキシン類は分析のための標準品の合成等の研究目的で作られる以外には意図的に作られること

はありません。炭素・酸素・水素・塩素が熱せられるような過程で自然に出来てしまう副生成物です。 

ダイオキシン類の主な発生源は、ごみ焼却などの燃焼です。有機物と塩素から成る有機塩素化合物に、

400℃前後の熱を加えると発生します。家庭で発生したごみを塩素を含む物質と一緒に簡易焼却炉を使用
して燃やした場合、燃焼温度が低いためにダイオキシン類を発生しやすい状況となります。発生量は少

ないと考えられますが、ダイオキシン類の持つ慢性毒性を考えると危険だと言えます。その他の発生源

としては製鋼用電気炉、たばこの煙、自動車排ガスなど、身近で様々なものがあります。 

環境中からダイオキシン類は広く検出されていますが、量は非常に微量で、日常生活における摂取で

は健康に影響は生じません。ヒトが一生涯にわたり連日摂取し続けても健康に対する有害な影響がない

と判断される１日当たりの摂取量（耐容１日摂取量(TDI)）は、4pg-TEQ／kg／日と設定されています。

「関係省庁共通パンフレット ダイオキシン類」（2012）によると、日本人の一般的な食生活で取り込

まれるダイオキシン類の量は、厚生労働省の平成21年度の調査（一日摂取量調査）では、ヒトの平均体

重を50kgと仮定して体重１kg当たり約0.84pg-TEQと推定されています。また、その他大気から約

0.009pg-TEQ、土壌から約0.0042 pg-TEQ取り込まれると推定されており、ヒトが１日に平均的に摂取す

るダイオキシン類の量は合計で、体重１kg当たり約0.85 pg-TEQと推定されています。この水準は耐容１

日摂取量（TDI）を下回っており、健康に影響を与えるものではないとされています。しかし私達国民の

間には、ダイオキシン類に対する様々な不安があります。ダイオキシン類の発生量を抑制するために、

私達一人ひとりがダイオキシン類問題に関心を持って、ものを大切に長く使い、使い捨て製品を使わな

いよう心掛け、ごみの量を減らし、再利用やごみの分別・リサイクル等に協力することが重要です。 
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(1) 関係法令による規制・指定状況 

①  環境基準 
「ダイオキシン類対策特別措置法」（平成11年７月16日法律第105号）第７条の規定に基づき、

「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁(水底の底質の汚染を含む。)及び土壌の汚染に係

る環境基準について」（平成11年12月27日環境庁告示第68号）により環境基準が定められています

（資2－6－1(資2－1－1、資2－2－1にも併記)）。 

②  排出基準 
「ダイオキシン類対策特別措置法施行令」（平成11年12月27日政令第433号）第１条及び「ダイ

オキシン類対策特別措置法施行規則」（平成11年12月27日総理府令第67号）第１条、附則第２条に

より、施設の種類ごとに、大気中及び水域中に排出するダイオキシン類の排出基準が定められてい

ます（資2－6－2(1)、(2)）。 

(2) 現況（平成27年度） 

測定・分析結果の詳細は、資1－6－1、資1－6－2に示します。 

①  大気質 
松阪市健康センターにおいて「ダイオキシン類に係る大気環境測定マニュアル」（平成20年3月

環境省水・大気環境局総務課ダイオキシン対策室・大気環境課）に基づき、ダイオキシン類（コプ

ラナーＰＣＢを含む）の調査を行いました。 

昨年度同様、環境基準に適合していました。 

②  水 質 
櫛田川の櫛田橋井堰、阪内川の五曲橋及び金剛川の金剛橋の３地点で、JIS K0312に基づき、ダ

イオキシン類（コプラナーＰＣＢを含む）の調査を行いました。 

昨年度同様、環境基準に適合していました。 
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(3) 経年変化 

①  大気質 
松阪市健康センターにおける大気中のダイオキシン類（コプラナーＰＣＢを含む）調査結果の経

年変化を図3－6－1に示します。 

平成12年度の調査開始以来、環境基準に適合しています。 

図３－６－１ ダイオキシン類（コプラナーＰＣＢを含む）の経年変化 －大気質－ 

②  水 質 
櫛田川の櫛田橋井堰、阪内川の五曲橋及び金剛川の金剛橋の３地点における河川水中のダイオキ

シン類（コプラナーＰＣＢを含む）調査結果の経年変化を図3－6－2に示します。 

平成12年度の調査開始以来、３地点とも環境基準に適合しておりましたが、平成24年度は初めて

金剛橋で環境基準値を超過する結果となったものの、本調査では全地点適合しておりました。 

図３－６－２ ダイオキシン類（コプラナーＰＣＢを含む）の経年変化 －水質－ 
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種別＼地区本庁管内嬉野管内三雲管内飯南管内飯高管内松阪市

大気汚染 5 0 0 0 0 5

粉じん 0 0 0 0 0 0

水質汚濁 10 2 0 0 0 12

騒音 15 1 3 0 0 19

振動 1 0 0 0 0 1

悪臭 5 1 2 0 0 8

その他 141 59 16 0 0 216

計 177 63 21 0 0 261

．37 苦情

公害に関する苦情は、近年の生活様式の変化に伴い、都市生活型公害に関するものが多くなってきて

います。また、近年の公害苦情は法・条例の規制によって対応できるものから、対応が困難なタイプへ

と変化してきています。 

平成27年度の公害苦情処理件数を表3－7－1及び図3－7－1に示します。 

公害苦情処理件数の総数は261件で「その他」が最も多く、次いで「騒音」と「水質汚濁」が続く順と

なっています。 

「その他」の分野では雑草の管理等が大半を占めています。近年では工場等の事業所を発生源とする

苦情よりも、家庭生活を発生源とする苦情が多くなってきています。家庭生活での近隣関係に起因する

公害苦情は、市民の住環境への関心の高さを反映して、これからも増加する傾向にあると考えられます。 

「大気汚染」については野外焼却行為が大半を占めます。野外焼却行為は、「廃棄物の処理及び清掃

に関する法律」（昭和45年12月25日法律第137号）第16条の２により、一部の例外を除き、原則として

禁止され、違反者には５年以下の懲役若しくは1,000万円以下の罰金、またはこの両方が科せられます。 

「水質汚濁」については油による公共用水域の汚染が大半を占めます。これは交通事故による車体か

らの油の流出や、油を取り扱う施設の維持管理上の不備等から油を流出したことによります。 

松阪市では公害苦情に対して現地調査や関係機関の協力を得て解決に努めています。しかし、まずは

“ ” “ ”事業者や市民一人ひとりが近隣に迷惑を掛けない環境に配慮した生活を心掛けると言う、身近

な所からの取り組みが大切です。その上で市民と行政が一体となって、環境保全に対する意識の高揚と

啓発活動の強化を図っていく必要があります。 

表３－７－１平成年度27 の公害種別苦情処理件数

図３－７－１平成年度27 の

公害種別苦情処理件数
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No. 事　業　所　名 No. 事　業　所　名

本庁 1 ｾﾝﾄﾗﾙｸ゙ﾗｽﾌｧｲﾊ゙ー株式会社 松阪工場 本庁 29 山西電機株式会社 松阪工場

2 ｾﾝﾄﾗﾙ硝子株式会社 松阪工場 30 株式会社ﾄﾓ 営業本部

3 ｳ゙ｧーﾚ･ｼ゙ｬﾊ゚ﾝ株式会社 松阪工場 31 株式会社奥村ｺ゙ﾑ製作所 広陽工場

4 住友理工株式会社 松阪製作所 32 ﾄﾗｲｽ株式会社 松阪広陽工場

5 愛知機械工業株式会社 松阪工場 33 新日本工業株式会社 本社工場

6 株式会社三重県松阪食肉公社 34 株式会社ﾄーﾎーﾌーﾄ゙ｻーﾋ゙ｽ 三重営業所

7 ﾔﾏﾓﾘ株式会社 松阪工場 35 株式会社ｺｽﾓｽ･ｺーﾎ゚ﾚｲｼｮﾝ 松阪事業所

8 丸大食品株式会社 松阪工場 36 ﾀ゙ｲｷｮーﾆｼｶﾜ株式会社 三重工場

9 住友大阪ｾﾒﾝﾄ株式会社 松阪ｻーﾋ゙ｽｽﾃーｼｮﾝ 37 松阪ﾒﾀﾙ株式会社 西野工場

10 三重硝子工業株式会社 大石工場

11 茂利製油株式会社 松阪臨海工場

12 株式会社ﾉﾘﾀｹｶﾝﾊ゚ﾆーﾘﾐﾃﾄ゙松阪工場 嬉野 1 タカノフーズ関西株式会社

13 株式会社長井技研 2 ニプロファーマ株式会社 伊勢工場

14 ﾁｬﾝﾋ゚ｵﾝ工業株式会社 松阪工場 3 株式会社産機 三重工場

15 松阪精工株式会社 4 朝日ガスエナジー株式会社 松阪支店

16 協業組合三重印刷ｾﾝﾀー 5 日本ウイリング株式会社 三重工場

17 共立精機株式会社 松阪工場 6 辻製油株式会社 本社工場

18 岩崎工業株式会社 三重ﾌ゚ﾗﾝﾄ 7 ガムスター株式会社 中部工場

19 鈴定燃料株式会社 松阪工業団地ｻーﾋ゙ｽｽﾃーｼｮﾝ 8 株式会社正田食品 伊勢工場

20 松阪ﾀﾝｸﾀーﾐﾅﾙ株式会社 松阪事業所 9 株式会社キヨリックス三重

21 シャープ株式会社 10 有限会社一志ピックファーム

22 凸版印刷株式会社 中部事業部 松阪工場 11 サンエッグファーム株式会社 三重農場

23 健栄製薬株式会社 松阪工場 12 ヤマギシズム生活豊里実顕地農事組合法人

24 宇部･三菱ｾﾒﾝﾄ株式会社 松阪ｻーﾋ゙ｽｽﾃーｼｮﾝ 13 三重嬉野製材協同組合

25 株式会社興和工業所 松阪工場 14 松阪木質バイオマス熱利用協同組合

26 株式会社ｵｸﾄｽ 飯南 1 名阪真空工業株式会社 三重工場

27 株式会社伊藤清商店 松阪工場 飯高 1 株式会社三重イノアック

28 辻製油株式会社 松阪工場 （事業所総数54）

三重ｴﾈｳｯﾄ゙株式会社

三重ｴﾈｳｯﾄ゙松阪木質ﾊ゙ｲｵﾏｽ発電所
38

４．公害防止協定

昭和46年度より事業活動による公害の防止を図り、地域住民の健康を保護し生活環境を保全する立場か

ら公害行政を尊重し、相互に協力して地域の実情に適応した公害防止対策を推進することを目的とした公

害防止協定の締結（平成28年3月31日現在54事業所）を進めてきました。 

公害防止協定は公害関係諸法令「三重県生活環境の保全に関する条例」（平成13年３月27日三重県条例

第７号）を補完し、地域の実情に合ったきめ細かな指導ができることから、今後も市内事業所との締結を

進めていきます。 

公害防止協定締結事業所(1)  

表４－１公害防止協定締結事業所

平成28年3月31日現在 



57 

工場(2) との公害防止協定書（形式）

各工場との協定のうち、代表的なものを掲載しました。 

公  害  防  止  協  定  書 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○松阪市（以下『甲』という。）と （以下『乙』という。）とは乙が松阪市に工場を建設

し、操業するにあたり公害の防止について、次のとおり協定する。 

（協定の目的） 

第１条 この協定は、乙の事業活動による公害の防止を図り、地域住民の健康を保護し、生活環境を 

保全する立場から､甲の公害行政を尊重し､甲と相互に協力して地域の実情に適応した公害防 

止対策を推進することを目的とする。 

（公害防止対策） 

第２条 この協定の目的達成のため、甲乙協議し、別途公害防止対策を定めるものとする。 

２ 乙は、公害防止対策書に定める事項を適切に実施するために生産関係、公害防止施設等の整 

備点検に努め、常に十分かつ適切な管理体制を確立するとともに、公害防止の技術開発に応じ、 

公害防止施設等の改善を図り、工場排出物の削減防除に努めるものとする。 

３ 前項の「公害防止対策書」は状況の変化に応じて、甲乙協議のうえ改定することができる。 

（施設等の変更及び増設等） 

第３条 乙は、公害防止対策書に定める事項もしくは、公害特定施設またはこれに関連する重要な施 

設の変更あるいは、増設等をしようとするときには、事前に甲と協議し、甲の意見を尊重する 

ものとする。 

（産業廃棄物の処理） 

第４条 乙は、産業廃棄物の処理に際して、公害の発生しないよう十分な措置を講ずるものとし、委 

託その他の方法により処理する場合には、受託業者がこれを適正に処理するよう指導し、その 

処理状況の把握に努めるものとする。 

２ 乙は年1回、産業廃棄物の処理状況を甲に報告するものとする。 

（環境の美化） 

第５条 乙は、工場内の環境美化に配慮し、緑化等、環境の整備に努めるとともに工場周辺の環境の 

美化にも留意するものとする。 

（報告及び立入調査） 

第６条 甲は、この協定の実施に必要な事項について報告を求めることができるものとし、乙はこれ 

に協力するものとする。 

２ 甲は、必要に応じ、乙の工場敷地内に立ち入り、公害関係施設、書類及び工場排泄物、その 

他原材料等の調査を行うことができるものとし、それに要する検査、測定の費用は乙が負担す 
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るものとする。 

３ 甲は、報告、立入調査により知り得た資料のうち、乙の機密事項に属するものについては、 

その機密を保持するものとする。 

（施設等の改善及び操業規制） 

第７条 甲は、乙が公害防止対策書に定める排出基準を上回った時は、乙に対し施設の改善等の必要 

な措置を講ずるよう勧告することができるものとする。 

２ 甲は、乙が前項の措置を講ずるも、なお排出基準を上回るときは、乙に対し当該施設の操業 

の短縮または､一時停止等必要な措置を命ずることができるものとし､乙はこれに従うものとす

る。 

（事故等の措置） 

第８条 乙は、施設等の故障、破損、その他の事故等により公害が発生し、または発生するおそれが 

生じた場合は、直ちに応急の措置をとるとともに、すみやかに甲にその状況を報告するものと

する。 

  ２ 前項の場合、甲が必要な指示をしたときには、乙は、これに従うものとする。 

（被害の補償） 

第９条 甲は、事業場排泄物により不測の被害が発生し、その被害について被害者より申し出があっ 

たときには、必要に応じて、甲または甲の委嘱する機関によって調査するものとする。その結 

果乙の責めに帰すべきものであると認められたときは、乙はその被害の補償に応じなければな 

らない。 

（公  表） 

第10条 甲は、この協定に定める諸事項について、乙の企業機密に属する事項を除き、公表すること 

ができるものとする。 

（改定等） 

第11条 この協定の内容について、疑義および定めない事項が生じたとき、または、この内容を変更 

しようとするときには、甲と乙が協議して定めるものとする。 

この協定を証するため、本書２通を作成し記名押印の上、各１通を保有する。 

平成   年    月    日  

                 甲 

                 乙 
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公  害  防  止  対  策  書 

公害防止協定書第２条第１項の規定により、○ ○ ○ ○ ○の公害防止対策を次のように定める。 

第１．大気汚染防止対策 

イ．ばい煙の発生施設は燃焼管理等により、排出物の削減に努めるものとする。 

ハ．ばい煙の排出基準及び測定回数は次のとおりとする。 

発生施設 
ばいじん 

排出基準 測定回数 

ｇ／Ｎｍ3以下 回／ 

第２．水質汚濁防止対策 

イ．排出基準及び測定回数は次のとおりとする。 

ｐＨ ＢＯＤ ＳＳ n-ﾍｷｻﾝ抽出物質含有量大腸菌群数

ℓ ℓ ℓ （mg／） （mg／） （mg／） （個／cm3）

排出基準   以下  以下  以下  以下

測定回数 回／ 回／ 回／ 回／ 回／ 

ロ．放流先水域の負荷を軽減するため極力再利用するとともに、排出水量の削減に努めるものとする。 

ハ．水質汚濁の原因となる不慮の流出事故に対して、処理資材等を整備し万一に備えるものとする。 

第３．騒音・振動防止対策 

イ．騒音・振動を発生する施設の設置並びに作業にあたっては、防音・防振対策を十分実施し、その 

  抑止に努めるものとする。 

ハ．工場敷地境界線における排出基準及び測定回数は次のとおりとする。 

（騒音） 

場   所 
排  出  基  準 測定回数 

昼 間 朝・夕 夜 間 （朝昼夕夜） 

敷地境界線 デシベル以下 デシベル以下 デシベル以下 回／ 

＊朝＝6:00～8:00 昼間＝8:00～19:00 夕＝19:00～20:00 夜間＝20:00～6:00 

（振動） 

場   所 
排  出  基  準 測定回数 

昼 間 夜 間 （昼夜） 

敷地境界線 デシベル以下 デシベル以下 回／ 

＊昼間＝8:00～19:00 夜間＝19:00～8:00 
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第４．悪臭防止対策 

悪臭を発生するものについては､大気中での拡散が妨げられるような気象条件の出現も起こり 

うるので、施設の整備管理等取り扱いについて十分留意するとともに、その対策を積極的に推進

し悪臭防止に努めるものとする。 

第５．産業廃棄物処理対策 

廃棄物については、廃棄物の減量化及び再資源化の観点から、生産工程の改善等により廃棄物 

が極力発生しないよう努めるとともに、廃棄物の飛散、流失、悪臭の発生等が起きないよう十分

な管理を行い万全を期すものとする。 

第６．測定方法及び記録 

イ．測定方法並びに記録は別に定める方法により行い、10年間保存するものとする。 

ロ．測定後は、すみやかにその結果を松阪市長に報告するものとする。 

平成  年  月  日 

甲 

乙 



- 61 -

５．法律・条例に基づく届出状況（騒音・振動） 

表５－１ 特定建設作業届出状況－騒音－ 

平成年月日現在28 3 31  

建設作業の種類 法 三重県

１．くい打機、くい抜機又はくい打くい抜機を使用する作業 2 4 

３．さく岩機を使用する作業 17 11 

４．空気圧縮機を使用する作業 4 3 

５．コンクリートプラント又はアスファルトプラントを設けて行う作業 1 0 

６．バックホウを使用する作業 7 4 

７．トラクターショベルを使用する作業 0 2 

８．ブルドーザーを使用する作業 1 1 

合 計            32 25 

注１）法は、「騒音規制法施行令」（昭和年月日政令第号431127 324）第２条別表第２に基づく届出
２）三重県は、「三重県生活環境の保全に関する条例施行規則」（平成年13３月日三重県規則第号27 39）第
条別表第第49 18１に基づく届出

表５－２ 特定建設作業届出状況－振動－ 

平成年月日現在28 3 31  

建設作業の種類 法 三重県

１．くい打機、くい抜機又はくい打くい抜機を使用する作業 2 2 

３．舗装版破砕機を使用する作業 0 3 

４．ブレ－カ－を使用する作業 16 9 

合 計            18 14 

注１）法は、「振動規制法施行令」（昭和年月日政令第号511022 280）第２条別表第２に基づく届出
２）三重県は、「三重県生活環境の保全に関する条例施行規則」（平成年13３月日三重県規則第号27 39）第
条別表第第49 18２に基づく届出

表５－３ 騒音規制法による特定施設届出状況 

平成年月日現在28 3 31  

施設番号 施設の種類 施設数

１ 金 属 加 工 機 械 100 

２ 空気圧縮機及び送風機 312 

３ 土石用又は鉱物用の破砕機等 1 

４ 織 機 132 

５ 建設用資材製造機械 2 

７ 木 材 加 工 機 械 190 

９ 印 刷 機 械 113 

合成樹脂用射出成形機10  67 

鋳 型 造 型 機11  32 

合 計         949 
実事業所総数                            230 
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表５－４ 三重県生活環境の保全に関する条例による騒音の指定施設届出状況 

平成年月日現在28 3 31  

施設番号 施設の種類 施設数

１ 金属製品の製造又は加工の用に供する圧延機械 1 

４ 金属製品の製造又は加工の用に供する液圧プレス 80 

５ 金属製品の製造又は加工の用に供する機械プレス 82 

６ 金属製品の製造又は加工の用に供するせん断機 16 

７ 金属製品の製造又は加工の用に供する鍛造機 28 

８
金属製品の製造又は加工の用に供する

ワイヤ－フォ－ミ ングマシン
9 

９ 金属製品の製造又は加工の用に供するブラスト 4 

金属製品10 の製造又は加工の用に供するタンブラ－ 8 

金属製品12 の製造又は加工の用に供する高速切断機 219 

空 気 圧 縮 機13  210 

送 風 機14  215 

ガ ス15 圧 縮 機 180 

真 空16 ポ ン プ 21 

冷 房 機 及17 び 冷 却 塔 1065 

土石又18 は鉱物の粉砕の用に供する破砕機 22 

土石又19 は鉱物の粉砕の用に供する摩砕機 5 

20 土石又は鉱物のふるい分けの用に供するふるい分け機 11 

土石又21 は鉱物のふるい分けの用に供する分級機 1 

繊維製品22 の製造の用に供する織機 46 

建設用資材23 の製造の用に供するコンクリ－トプラント 25 

建設用資材24 の製造の用に供するアスファルトプラント 1 

木材26 の加工の用に供するドラムバ－カ－ 4 

木材27 の加工の用に供するチッパ－ 87 

木材28 の加工の用に供する砕木機 5 

木材29 の加工の用に供する帯のこ盤 144 

木材30 の加工の用に供する丸のこ盤 37 

木材31 の加工の用に供するかんな盤 306 

印 刷 機 械33  13 

合成樹脂製品34 の製造の用に供する射出成形機 160 

合 計         3005 
実事業所総数                                  887 
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表５－５ 振動規制法による特定施設届出状況 

平成28年3月31日現在

施設番号 施設の種類 施設数

１ 金 属 加 工 機 械 158 

２ 圧 縮 機  210 

４ 織 機 127 

６ 木 材 加 工 機 械 38 

７ 印 刷 機 械 25 

８ ゴム練用又は合成樹脂練用のロ－ル機 12 

９ 合成樹脂用射出成形機 67 

鋳 型 造 型 機10  16 

合 計         653 

実事業所総数                            102 

表５－６ 三重県生活環境の保全に関する条例による振動の指定施設届出状況 

平成年月日現在28 3 31  

施設番号 施設の種類 施設数

１ 金属製品の製造又は加工の用に供する液圧プレス 70 

２ 金属製品の製造又は加工の用に供する機械プレス 303 

３ 金属製品の製造又は加工の用に供するせん断機 21 

４ 金属製品の製造又は加工の用に供する鍛造機 27 

７ デ ィ － ゼ ル エ ン ジ ン 5 

８ 振 動 コ ン ベ ア 5 

９ 圧 縮 機 138 

土石用又10 は鉱物用の破砕機、摩砕機、ふるい及び分級機 47 

織11 機 32 

製12 網 機 11 

13 
コンクリ－トブロックマシン、コンクリ－ト管製造機

及びコ ン ク リ －ト 柱製造機
19 

木材14 の加工の用に供するドラムバ－カ－ 3 

木材15 の加工の用に供するチッパ－ 70 

印 刷 機 械16  11 

ゴム17 練用又は合成樹脂練用のロ－ル機 3 

合成樹脂用射出成形機18  153 

遠 心 分 離 機22  10 

合 計         928 

実事業所総数                                161 
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＜測定・分析結果＞

資１－１－１　二酸化硫黄測定結果

有効
測定
日数

有効
測定
時間数

年
平均値

日時間ppm時間％ 日 ％

336 8060 0.001 0 0.0% 0 0.0%

341 8166 0.003 0 0.0% 0 0.0%

注１）環境基準の長期的評価は、年間にわたる日平均値の測定値の高い方から２％の範囲にあるものを除外して行う。

　　ただし、日平均値が0.04ppmを超える日が２日以上連続した場合にはこのような取り扱いは行わないで評価する。

　２）*1:大気中の二酸化硫黄に紫外線をあてることにより出る蛍光の強さを測定し、濃度を測定する方法。

　　　*2:大気中の二酸化硫黄が硫酸性過酸化水素水により吸収されることにより電気伝導度が上がることを利用した

　　　　 測定方法。

測 定 地 点 ＼ 項　目

日平均値の
２％除外値

ppm

無

殿町（第一分館）

（紫外線蛍光法
＊1
）

高須町浦新田

（溶液導電率法
＊２
）

１時間値の
最大値

ppm

0.083

0.024

１時間値が
0.1ppmを
超えた
時間数と
その割合

日平均値が
0.04ppmを
超えた
日数と
その割合

環境基準の長期的評価

日平均値が
0.04ppmを
超えた日が
２日以上連続し
たことの
有無

有・無

無

0.015

0.003
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単位：μg・NO2/100cm
2
/日

４月 ５月６月７月８月９月10月11月12月１月２月３月最大最小平均

10.4 4.4 3.4 4.9 6.7 13.9 7.4 17.5 11.8 10.8 9.9 12.1 17.5 3.4 9.4

10.4 8.7 4.3 7.5 12.1 18.1 8.6 31.9 25.0 21.6 15.4 13.5 31.9 4.3 14.8

8.8 6.8 3.9 5.0 7.7 14.0 12.4 16.1 14.7 10.8 14.1 11.4 16.1 3.9 10.5

10.2 5.3 1.4 6.2 7.3 17.0 7.0 21.8 15.1 16.7 19.9 11.9 21.8 1.4 11.7

8.2 3.8 2.0 3.4 4.2 6.9 4.6 12.0 5.5 13.2 12.2 8.7 13.2 2.0 7.1

20.1 14.3 8.7 15.0 15.5 31.9 16.3 33.7 22.8 15.7 17.2 22.2 33.7 8.7 19.5

11.3 11.0 7.2 1.3 13.8 32.7 18.1 46.8 44.4 21.0 31.0 22.3 46.8 1.3 21.7

11.0 11.4 7.4 10.0 14.6 30.7 11.1 37.4 26.9 16.4 16.7 14.8 37.4 7.4 17.4

12.5 14.4 9.9 6.4 19.2 32.6 16.6 43.0 22.1 20.1 18.5 13.8 43.0 6.4 19.1

9.2 5.8 1.8 5.8 7.5 14.4 4.7 19.3 15.0 15.8 13.5 14.1 19.3 1.8 10.6

5.7 4.3 2.1 4.0 5.4 10.1 4.7 16.3 12.9 11.7 10.3 8.5 16.3 2.1 8.0

7.1 5.0 1.8 2.8 6.7 11.3 8.5 17.9 14.3 7.2 11.4 8.9 17.9 1.8 8.6

8.8 5.8 5.5 5.2 9.5 11.7 6.3 19.8 13.3 8.6 11.8 12.1 19.8 5.2 9.9

11.6 8.9 8.9 - 11.7 23.8 7.0 29.0 17.7 13.1 12.9 9.6 29.0 7.0 14.0

10.4 7.9 4.9 6.0 10.1 19.2 9.5 25.9 18.7 14.5 15.3 13.1 － － －

注）ＴＥＡプレート法：トリエタノ－ルアミンをプレ－トに塗布し約１カ月間大気中に暴露して大気中の二酸化窒素濃度

　を測定する方法。（相対濃度測定法）

平均値

松阪消防署

岡島製作所

大河内地区市民センター

久保山加圧ポンプ場

資１－１－２　二酸化窒素測定結果（ＴＥＡプレ－ト法）

地点名＼測定月

岩内町加圧ポンプ場

ワークセンター松阪

松阪競輪場横

郷津町西方寺

中川コミュニティセンター

三雲中学校

揥水小学校

中核工業団地

駅前郵便局前　

櫛田川堤防
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大気環境調査地点図

13 ○

14 ○

4 ○

2 ○

10 ○

1 ○

5 ○

6 ○

11○

8 ○
3 ○

7 ○

9 ○

12○

0 5.0km

▲

番号 地点名

1 岩内町加圧ポンプ場

2 松阪競輪場横

3 郷津町西方寺

4

5 中核工業団地

6 駅前郵便局前　

7 櫛田川堤防

8 松阪消防署

9 岡島製作所

10 大河内地区市民センター

11 久保山加圧ポンプ場

12 ワークセンター松阪

13 中川コミュニティセンター

14 三雲中学校

▲【ダイオキシン類】　 印

地点名

松阪市健康センター

揥水小学校
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資１－２－１(1)　河川に係る生活環境項目及びその他の項目測定・分析結果

１．櫛田川　犬飼（AA類型） ２．蓮川　新塩ヶ瀬橋
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 10:50 10:27 10:14 11： ： －30 10:40 10:30 11:00 10:43 10:25 11 45 10:55 10:40

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 22 . 0 20 . 1 24 . 8 13 . 2 10 . 1 6 . 2 22 . 0 20 . 1 24 . 7 13 . 3 10 . 7 6 . 5気温 －

℃ 16 . 5 17 . 4 20 . 6 12 . 7 8 . 5 5 . 1 16 . 0 16 . 8 21 . 0 15 . 2 9 . 4 5 . 2水温 －

透視度 度 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 －

℃ 7. 3 / 26 7 . 3 / 23 7 . 1 / 25 7 . 3 / 22 7 . 0 / 15 6 . 8 / 18 7 . 4 / 26 7 . 3 / 23 7 . 2 / 25 7 . 3 / 22 7 . 0 / 15 7 . 5 / 21ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 1.5 1.5 0.8 1.5 1.6 0.6 1.5 1.2 1.1 1.2 0.6 0.9 0.5
ＳＳ mg/L ND 4.6 1.7 1.6 ND ND ND 1.1 2.5 1.0 ND ND 1
ＤＯ mg/L 9.3 9.4 8.9 9.6 11 12 9.4 9.6 8.7 9.2 11 10 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 0 420 930 980 40 0 0 20 730 120 80 0 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01

３．櫛田川　神殿（新野々口橋）（AA類型） ４．櫛田川　栃川潜水橋（AA類型） 定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 10:25 9:55 9:50 11： ： －10 10:20 10:07 10:10 9:40 9:35 10 55 10:00 9:50

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 21 . 0 20 . 5 25 . 0 12 . 2 8 . 5 7 . 4 21 . 0 20 . 6 24 . 8 12 . 1 9 . 1 7 . 3気温 －

℃ 16 . 5 18 . 0 21 . 0 13 . 2 8 . 1 6 . 0 16 . 5 18 . 2 21 . 4 13 . 5 8 . 6 6 . 3水温 －

透視度 度 >30 >30 25 >30 >30 >30 >30 >30 20 >30 >30 >30 －

℃ 7. 4 / 26 7 . 4 / 23 7 . 2 / 25 7 . 3 / 22 7 . 1 / 15 7 . 5 / 21 7 . 5 / 26 7 . 5 / 23 7 . 2 / 25 7 . 3 / 22 7 . 3 / 14 7 . 5 / 21ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 1.4 1.2 0.9 1.9 1.3 0.6 1.6 1.7 1.3 1.5 0.8 0.6 0.5
ＳＳ mg/L ND 1.1 5.5 2.1 ND ND ND 1.2 7.8 2.8 ND ND 1
ＤＯ mg/L 9.4 9.3 8.8 9.9 11 12 9.6 9.4 8.8 9.8 12 11 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 0 340 1400 710 0 0 0 280 2500 670 0 0 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01

５．櫛田川　深野潜水橋（AA類型） ６．櫛田川　法田井堰（Ａ類型）
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 9:50 9:25 9:15 10： ： －35 9:45 9:35 13:25 11:50 11:42 14 20 12:15 13:50

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 22 . 0 20 . 6 24 . 6 12 . 0 8 . 2 9 . 3 26 . 0 23 . 2 25 . 6 13 . 3 12 . 6 13 . 0気温 －

℃ 16 . 5 18 . 7 21 . 6 13 . 3 8 . 2 6 . 1 19 . 5 20 . 4 21 . 9 14 . 3 9 . 1 9 . 1水温 －

透視度 度 >30 >30 20 >30 >30 >30 >30 >30 15 >30 >30 >30 －

℃ 7. 5 / 26 7 . 4 / 23 7 . 2 / 25 7 . 3 / 22 7 . 4 / 14 7 . 5 / 20 7 . 4 / 26 7 . 5 / 23 7 . 1 / 25 7 . 3 / 22 7 . 4 / 14 7 . 5 / 21ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 1.7 1.8 1.2 1.7 0.9 ND 1.9 1.5 1.6 1.4 1.0 0.9 0.5
ＳＳ mg/L ND 1.6 8.3 3.3 ND ND 7.4 3.7 24 1.3 1.0 ND 1
ＤＯ mg/L 9.0 9.4 8.9 9.8 11 11 8.8 8.9 8.3 10 12 10 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 0 300 2500 400 20 0 0 1100 11000 0 120 0 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01

７．櫛田川　松名瀬橋（Ａ類型） ８．阪内川　宮橋（Ａ類型）
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 12:20 11:16 11:16 13： ： －35 11:34 9:52 9:30 9:07 9:00 10 20 9:25 9:10

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 24 . 4 21 . 6 21 . 6 15 . 0 12 . 6 7 . 0 21 . 0 20 . 6 24 . 8 11 . 7 8 . 6 6 . 3気温 －

℃ 24 . 3 21 . 7 21 . 7 14 . 1 10 . 5 5 . 8 17 . 0 18 . 5 20 . 6 12 . 5 9 . 0 4 . 6水温 －

透視度 度 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 10 >30 >30 >30 －

℃ 7. 1 / 26 7 . 3 / 23 7 . 3 / 23 7 . 2 / 21 7 . 2 / 14 7 . 3 / 21 7 . 8 / 26 7 . 6 / 24 7 . 3 / 26 7 . 6 / 21 7 . 7 / 14 7 . 7 / 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 1.3 5.2 5.2 2.4 1.2 0.7 1.9 1.3 0.7 2.8 0.6 ND 0.5
ＳＳ mg/L 2.3 3.8 3.8 ND ND ND 2.8 9.1 92 63 ND ND 1
ＤＯ mg/L 8.8 8.0 8.0 9.4 10 11 9.1 9.3 8.8 9.9 11 11 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 60 340 340 0 280 0 60 850 3900 1200 160 200 －

亜鉛 mg/L 0.031 － － ND － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L 0.93 － － － － － － － － － －0.51 0.05
全燐 mg/L 0.03 － － － － － － － － － －0.02 0.01
注１) NDとは定量下限値未満を表す。
注２) 大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

地点名

地点名

地点名

地点名
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資１－２－１(2)　河川に係る生活環境項目及びその他の項目測定・分析結果

地点名 ９．阪内川　五曲橋（Ｂ類型） ．10阪内川　猟師橋（Ｂ類型） 定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 14:40 14:33 14:25 15： ： －40 15:10 15:35 10:45 10:30 9:58 11 50 10:35 9:05

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 26 . 0 24 . 6 26 . 8 13 . 8 14 . 1 11 . 9 23 . 2 21 . 2 24 . 8 12 . 9 11 . 4 6 . 0気温 －

℃ 21 . 0 20 . 7 22 . 9 14 . 6 11 . 1 11 . 4 25 . 8 20 . 9 21 . 4 13 . 8 11 . 2 5 . 7水温 －

透視度 度 >30 >30 15 >30 >30 >30 >30 >30 10 >30 >30 >30 －

℃ 8. 2 / 26 7 . 1 / 24 7 . 2 / 25 7 . 4 / 21 7 . 5 / 14 7 . 6 / 2 1 8 . 2 / 26 7 . 3 / 23 7 . 2 / 25 7 . 5 / 21 7 . 3/ 14 7 . 5/ 21ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 6.1 1.7 1.5 1.6 1.2 0.6 1.7 2.3 2.0 2.7 0.7 0.7 0.5
ＳＳ mg/L 3.0 86 21 2.1 ND 33 5.0 29 59.0 9.7 ND 1.3 1
ＤＯ mg/L 9.8 8.6 8.5 10 11 11 9.3 8.5 8.3 9.4 12 9.8 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 0 1700 5000 650 80 0 40 6900 9000 320 200 0 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － －0.023 ND － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － －0.91 1.1 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － －0.06 0.10 0.01

地点名 ．11金剛川　焼橋（Ｄ類型） ．12金剛川　金剛橋（Ｄ類型） 定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 8:30 14:49 8:21 9： ： －40 14:50 8:40 12:02 10:57 10:27 14 45 11:13 9:33

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 21 . 0 24 . 9 23 . 3 13 . 2 13 . 9 6 . 2 25 . 2 21 . 5 24 . 1 14 . 6 12 . 7 7 . 3気温 －

℃ 18 . 0 22 . 6 23 . 4 12 . 8 13 . 4 6 . 2 22 . 0 21 . 6 23 . 6 14 . 6 11 . 7 8 . 0水温 －

透視度 度 >30 >30 8 5 >30 >30 >30 >30 10 >30 >30 >30 －

℃ 6. 9 / 26 6 . 9 / 23 6 . 7 / 23 7 . 1 / 20 7 . 4 / 14 7 . 3 / 2 1 7 . 0 / 26 7 . 2 / 23 6 . 7 / 24 7 . 1 / 22 7 . 5/ 15 7 . 1/ 21ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 3.7 3.3 4.4 5.2 3.6 2.6 2.3 2.8 4.9 4.4 3.7 3.2 0.5
ＳＳ mg/L 12 28 78 170 2.7 1.8 12 27 42 17 ND 8.2 1
ＤＯ mg/L 8.1 8.4 7.2 9.1 9.4 9.9 8.7 8.2 7.3 8.9 12 9.8 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 0 3400 68000 1300 440 0 60 6500 11000 550 20 0 －

亜鉛 mg/L 0.012 － － ND － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L 1.9 － － － － － － － － － －1.6 0.05
全燐 mg/L 0.13 － － － － － － － － － －0.05 0.01

地点名 ．13孫川　神山橋 ．14中の川　中の川樋門 定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 13:10 11:40 11:00 14： ： －10 12:08 13:43 11:43 11:02 10:32 14 28 11:18 9:38

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 25 . 5 23 . 1 25 . 3 13 . 5 14 . 1 11 . 0 25 . 0 21 . 5 24 . 6 14 . 9 13 . 1 7 . 3気温 －

℃ 21 . 0 20 . 1 23 . 5 14 . 6 11 . 2 10 . 8 26 . 2 21 . 6 24 . 0 14 . 4 11 . 2 6 . 6水温 －

透視度 度 >30 >30 10 >30 >30 >30 >30 >30 10 >30 >30 >30 －

℃ 7. 1 / 26 7 . 3 / 23 6 . 7 / 25 7 . 0 / 22 7 . 5 / 14 7 . 0 / 2 0 7 . 1 / 26 7 . 0 / 23 6 . 6 / 25 7 . 0 / 22 7 . 3/ 15 7 . 1/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 2.0 1.4 3.8 3.7 1.6 0.7 5.7 2.4 6.7 4.5 3.9 2.1 0.5
ＳＳ mg/L 5.8 54 69 31 ND 2.5 34 33 26 22 3.2 3.6 1
ＤＯ mg/L 9.4 8.4 7.7 9.2 10 11 8.0 7.8 5.6 8.8 12 10 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 2700 1500 49000 400 0 0 1700 2000 82000 40 40 40 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － －0.009 ND － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － －1.4 6.9 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － －0.24 0.60 0.01

地点名 ．15真盛川　真盛橋 ．16名古須川　橋本橋 定　量
下限値

H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 11:43 11:02 10:32 14： ： －28 11:18 9:38 11:37 10:52 10:37 14 35 11:05 9:27

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 25 . 0 21 . 5 24 . 6 14 . 9 13 . 1 7 . 3 24 . 5 21 . 6 24 . 2 15 . 1 13 . 7 7 . 2気温 －

℃ 26 . 2 21 . 6 24 . 0 14 . 4 11 . 2 6 . 6 23 . 5 21 . 5 24 . 0 14 . 1 11 . 1 6 . 6水温 －

透視度 度 >30 >30 10 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 －

℃ 7. 1 / 26 7 . 0 / 23 6 . 6 / 25 7 . 0 / 22 7 . 3 / 15 7 . 1 / 2 0 6 . 9 / 26 6 . 9 / 23 6 . 8 / 24 7 . 0 / 23 6 . 7/ 16 6 . 6/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 5.7 2.4 6.7 4.5 3.9 2.1 2.6 3.5 5.5 4.3 5.1 6.2 0.5
ＳＳ mg/L 34 33 26 22 3.2 3.6 6.5 22 8.8 6.9 4.2 6.0 1
ＤＯ mg/L 8.0 7.8 5.6 8.8 12 10 8.4 8.2 6.8 8.6 5.8 5.1 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 1700 2000 82000 40 40 40 610 9100 13000 360 40 40 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01
注１) NDとは定量下限値未満を表す。
注２) 大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

採水年月日
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資１－２－１(3)　河川に係る生活環境項目及びその他の項目測定・分析結果

地点名 ．17名古須川　北出橋 ．18九手川　環状線橋 定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 8:18 12:00 11:55 9：０ ： －2 12:20 10:33 14:25 14:10 13:45 15 15 14:48 15:10

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 22 . 3 21 . 3 25 . 0 13 . 3 13 . 4 7 . 5 26 . 0 24 . 1 26 . 6 13 . 8 14 . 5 13 . 1気温 －

℃ 19 . 4 21 . 5 23 . 4 13 . 6 12 . 6 8 . 1 25 . 0 22 . 6 21 . 1 15 . 1 13 . 8 12 . 8水温 －

透視度 度 >30 >30 20 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 －

℃ 6. 8 / 26 7 . 2 / 23 6 . 8 / 24 6 . 9 / 21 6 . 6 / 16 6 . 6 / 2 0 7 . 0 / 26 7 . 2 / 23 7 . 4 / 25 6 . 8 / 22 6 . 8/ 15 6 . 8/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 11.0 5.1 6.0 6.4 7.3 6.7 5.7 4.8 3.7 6.8 4.8 5.2 0.5
ＳＳ mg/L 9.2 9.5 22 45 4.0 5.9 8.2 6.2 5.1 8.5 7.1 4.0 1
ＤＯ mg/L 3.3 7.5 7.2 8.3 3.9 3.9 8.7 8.8 10 9.2 17 11 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 12000 9600 12000 100 80 80 980 8100 7900 2000 0 60 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01

地点名 ．19神道川　神道川樋門 ．20愛宕川　五十鈴橋 定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 13:10 11:44 11:45 13： ： －55 12:05 10:20 14:40 14:21 14:03 15 30 15:00 15:20

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 24 . 0 21 . 6 25 . 6 13 . 9 13 . 8 6 . 8 25 . 5 24 . 3 27 . 1 13 . 9 12 . 0 10 . 9気温 －

℃ 26 . 0 21 . 9 24 . 6 16 . 1 13 . 3 10 . 3 23 . 5 22 . 2 25 . 7 14 . 5 12 . 2 11 . 1水温 －

透視度 度 >30 >30 >30 >30 >30 >30 9 >30 >30 >30 >30 >30 －

℃ 7. 1 / 26 7 . 2 / 23 7 . 5 / 25 6 . 9 / 22 6 . 9 / 16 6 . 9 / 1 6 4 . 5 / 26 7 . 3 / 22 7 . 2 / 25 6 . 9 / 23 6 . 9/ 16 7 . 0/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 4.9 3.7 3.3 5.2 5.6 5.6 160 2.9 2.8 3.0 4.1 4.7 0.5
ＳＳ mg/L 6.0 9.5 1.7 2.6 ND ND 38 3.5 ND 2.2 3.0 ND 1
ＤＯ mg/L 8.0 8.0 9.9 7.8 9.4 9.4 4.0 8.2 7.6 8.9 6.3 6.7 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 100000 13000 14000 1300 0 0 1900 6300 12000 1300 0 60 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 11:10 10:40 10:10 12： ： －10 10:47 10:47 10:00 10:00 9:28 10 50 10:00 11:50

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 23 . 0 21 . 3 24 . 1 12 . 9 11 . 8 6 . 3 23 . 8 20 . 8 24 . 5 14 . 0 10 . 8 7 . 8気温 －

℃ 22 . 0 21 . 5 25 . 2 13 . 7 8 . 8 6 . 6 20 . 7 21 . 0 22 . 3 14 . 1 9 . 8 7 . 3水温 －

透視度 度 >30 14 >30 >30 >30 >30 16 >30 15 >30 >30 >30 －

℃ 6. 5 / 26 7 . 0 / 23 7 . 1 / 24 7 . 0 / 20 7 . 2 / 18 7 . 1 / 2 0 7 . 1 / 27 6 . 8 / 22 6 . 9 / 25 7 . 3 / 21 7 . 3/ 18 7 . 1/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 3.1 2.5 4.0 4.0 2.5 2.3 3.2 2.1 3.0 2.1 1.7 1.2 0.5
ＳＳ mg/L 9.6 62 6.5 6.2 4.1 ND 56 24 25 7.9 3.2 ND 1
ＤＯ mg/L 8.5 5.8 5.8 7.9 9.2 9.0 8.9 7.3 7.5 9.0 9.4 11 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 770 7400 9400 980 0 0 260 2700 56000 100 0 360 －

亜鉛 mg/L 0.039 － － － － － －0.001 0.009 ND － － 0.001
全窒素 mg/L 2.2 － － － － － － － －2.3 2.6 0.85 0.05
全燐 mg/L 0.31 － － － － － － － －0.09 0.24 0.05 0.01

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 9:11 9:15 8:45 9： ： －46 9:13 11:09 9:03 9:06 8:35 9 40 9:04 10:50

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 21 . 1 20 . 8 23 . 6 14 . 0 10 . 3 7 . 7 21 . 3 20 . 8 23 . 8 14 . 0 10 . 0 7 . 5気温 －

℃ 19 . 1 20 . 6 23 . 1 14 . 0 9 . 2 6 . 5 17 . 3 19 . 5 21 . 3 15 . 2 13 . 9 10 . 9水温 －

透視度 度 5 15 10 19 >30 >30 >30 >30 18 >30 >30 >30 －

℃ 7. 0 / 27 7 . 2 / 23 6 . 8 / 25 7 . 3 / 22 7 . 4 / 18 7 . 3 / 2 1 7 . 0 / 26 7 . 2 / 23 6 . 9 / 25 7 . 1 / 23 7 . 1/ 18 7 . 5/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 3.7 2.5 5.5 5.4 1.9 1.8 3.9 1.3 2.9 2.1 1.3 0.5 0.5
ＳＳ mg/L 150 88 42 49 ND 1.5 4.9 5.8 35 2.1 2.2 1.2 1
ＤＯ mg/L 8.6 8.5 6.7 9.6 11 11 8.2 8.1 8.1 7.9 8.1 9.5 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 180 2800 98000 1500 80 20 80 2800 53000 850 100 0 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01
注１) NDとは定量下限値未満を表す。
注２) 大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

．21愛宕川　愛宕川樋門 ．22三渡川　三渡橋

．23三渡川　ほたる橋 ．24堀坂川　船橋
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資１－２－１(4)　河川に係る生活環境項目及びその他の項目測定・分析結果

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 10:12 10:10 9:35 11：12 10:10 13:50 8:18 9:00 8:30 ９： －33 8:56 10:43

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 24 . 5 21 . 0 25 . 3 13 . 1 11 . 2 9 . 0 22 . 0 20 . 8 23 . 6 13 . 4 10 . 0 7 . 5気温 －

℃ 21 . 8 21 . 1 24 . 2 14 . 0 9 . 1 8 . 4 20 . 3 20 . 6 22 . 5 13 . 8 10 . 4 7 . 8水温 －

透視度 度 >30 17 >30 >30 >30 >30 >30 >30 15 >30 >30 >30 －

℃ 7. 0 / 27 6 . 8 / 22 6 . 9 / 25 7 . 2 / 21 7 . 1 / 18 7 . 2 / 2 0 7 . 0 / 26 7 . 2 / 23 6 . 7 / 25 7 . 2 / 22 7 . 2/ 17 7 . 1/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 3.4 3.6 3.5 2.3 1.7 3.8 4.9 3.2 4.6 1.9 1.5 3.4 0.5
ＳＳ mg/L 13 34 4.9 4.9 1.9 2.6 17 29 30 13 3.4 57 1
ＤＯ mg/L 8.7 7.5 4.8 8.7 8.7 9.0 8.4 8.3 7.3 9.1 9.5 11 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 120 6100 11000 570 40 20 520 4100 49000 810 60 100 －

亜鉛 mg/L 0.008 － － ND － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L 2.6 － － － － － － － － － －1.8 0.05
全燐 mg/L 0.20 － － － － － － － － － －0.07 0.01

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 10:22 10:16 9:45 11： ： －25 10:16 14:00 10:33 10:21 9:50 11 34 10:25 14:10

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 24 . 3 21 . 1 24 . 6 13 . 2 11 . 7 9 . 0 24 . 3 21 . 1 24 . 7 13 . 1 11 . 3 9 . 0気温 －

℃ 22 . 3 21 . 1 23 . 0 14 . 2 10 . 7 9 . 3 22 . 7 21 . 0 24 . 3 14 . 0 10 . 6 10 . 2水温 －

透視度 度 >30 20 25 >30 >30 >30 >30 >30 20 >30 >30 >30 －

℃ 7. 0 / 27 7 . 0 / 23 6 . 7 / 25 7 . 1 / 21 7 . 1 / 17 7 . 3 / 2 0 6 . 9 / 26 6 . 9 / 23 6 . 7 / 25 7 . 1 / 23 7 . 2/ 17 7 . 2/ 17ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 4.8 3.3 4.3 4.1 2.7 2.2 5.0 3.0 5.9 2.2 2.3 4.4 0.5
ＳＳ mg/L 22 68 14 11 3.4 2.1 17 1.3 15 14 1.7 2.1 1
ＤＯ mg/L 8.4 7.7 6.3 8.8 9.6 10 8.3 8.0 5.3 9.1 10 9.6 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 5700 14000 21000 1500 400 60 110000 30000 73000 1900 320 60 －

亜鉛 mg/L 0.011 － － － － － － － － － －0.005 0.001
全窒素 mg/L 2.6 － － － － － － － － － －1.9 0.05
全燐 mg/L 0.29 － － － － － － － － － －0.08 0.01

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 9:20 9:00 8:49 10： ： －10 9:15 9:02 9:05 15:00 8:31 9 55 9:00 8:52

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 21 . 0 20 . 4 24 . 4 12 . 0 9 . 7 6 . 3 20 . 5 25 . 0 24 . 0 12 . 5 10 . 9 9 . 0気温 －

℃ 17 . 5 20 . 1 22 . 6 13 . 2 9 . 7 5 . 7 17 . 0 22 . 7 24 . 6 14 . 1 12 . 3 8 . 2水温 －

透視度 度 >30 >30 5 15 >30 >30 >30 >30 10 5 >30 >30 －

℃ 7. 1 / 26 7 . 1 / 22 6 . 8 / 25 6 . 9 / 24 7 . 3 / 17 7 . 2 / 2 0 6 . 6 / 26 6 . 6 / 22 6 . 9 / 25 6 . 7 / 22 7 . 3/ 17 7 . 2/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 3.4 2.2 3.4 2.4 2.0 1.9 6.9 6.2 4.0 16 3.3 3.5 0.5
ＳＳ mg/L 23 56 160 140 ND ND 19 23 76 180 15 9.5 1
ＤＯ mg/L 8.7 8.6 7.7 9.8 11 10 3.0 7.9 7.5 4.4 9.5 6.0 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 66000 7800 56000 730 0 850 87000 1100 5000 0 80 100 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 12:09 11:08 10:47 12： ： －21 11:25 9:46 14:00 13:35 13:10 14 57 12:39 14:15

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃ 24 . 3 21 . 5 24 . 1 12 . 9 12 . 2 7 . 3 25 . 5 24 . 0 26 . 2 14 . 2 13 . 1 12 . 1気温 －

℃ 22 . 3 21 . 3 24 . 1 13 . 7 9 . 7 5 . 7 21 . 0 20 . 8 24 . 0 14 . 9 9 . 9 9 . 7水温 －

透視度 度 21 >30 10 >30 >30 >30 >30 >30 15 >30 >30 >30 －

℃ 6. 6 / 26 6 . 9 / 22 6 . 7 / 25 6 . 7 / 22 7 . 0 / 17 7 . 1 / 2 0 6 . 8 / 26 7 . 3 / 23 6 . 7 / 25 7 . 1 / 22 7 . 2/ 17 7 . 4/ 20ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 3.5 2.9 6.7 5.1 2.3 2.6 2.3 2.0 4.5 2.2 1.9 2.4 0.5
ＳＳ mg/L 33 22 33 9.5 5.2 3.7 9.3 6.1 23 7.0 ND ND 1
ＤＯ mg/L 8.5 7.5 3.9 8.2 9.7 8.3 9.2 8.6 6.6 9.4 11 11 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 3800 9200 84000 120 20 40 5400 400 5000 4000 480 240 －

亜鉛 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － － － － － － － 0.01
注１) NDとは定量下限値未満を表す。
注２) 大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

．25中川　中川樋門 ．26 百々川　延寿橋

．27 百々川　松崎橋 ．28甚太川　甚太橋

．29桂瀬川　トント橋 ．30佐倉川　佐倉橋

．31 勢々川　勢々川橋 ．32祓川　伊勢場橋
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地点名
定量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 H27.5.1 H27.7.15 H27.9.30H27.11.25H28.1.28 H28.3.11 －
採水時刻 13:40 13:20 13:24 1：4 40 12:30 14:05 10:30 10:00 10:25 10：12 11:00 10:30 －

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 晴 晴 晴 曇り 曇り 晴 －

℃気温 25.5 24.0 26.3 14.3 13.2 12.0 23.7 28.3 22.2 14.0 9.8 8 －.5
℃水温 22.0 21.0 23.5 14.5 10.1 9.8 17.7 20.7 15.8 11.3 3.7 7.2 －

透視度 度 >30 >30 10 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 －

℃ｐＨ －/ 6.9/27 7.2/22 6.8/24 7.1/23 7.0/16 7.4/20 7.2/21 7.9/20 7.3/20 7.4/21 6.9/17 7.5/21 －

ＢＯＤ mg/L 2.0 1.5 4.7 2.2 1.4 1.4 2.6 1.0 1.5 ND 0.9 ND 0.5
ＳＳ mg/L 8.4 6.3 31 3.1 1.1 ND ND 2.4 2.1 ND ND ND 1
ＤＯ mg/L 9.4 8.5 5.9 9.5 8.5 9.9 10 8.8 9.5 11 12 12 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 44000 40000 59000 1900 60 80 20 20 730 0 0 20 －

亜鉛 mg/L 0.006 － － ND － － 0.008 － － ND － － 0.001
全窒素 mg/L 1.1 － － 1.1 － － 0.57 － － 0.28 － － 0.05
全燐 mg/L 0.07 － － ND － － 0.01 － － ND － － 0.01

地点名
定量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.15H27.9.30H27.11.25H28.1.28 H28.3.11 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 9:40 9:30 9:56 9：42 10:30 10:02 9:40 9:50 9:15 10：30 9:45 11:3 －5

項目＼単位＼天候 晴 晴 晴 曇り 曇り 晴 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃気温 23.1 29.6 20.3 14.5 11.0 8.5 23.0 20.8 25.8 13.1 10.7 7.7 －

℃水温 19.4 22.2 17.1 11.7 4.1 7.3 20.0 20.9 23.5 13.3 10.7 9.7 －

透視度 度 >30 >30 >30 >30 >30 >30 >30 25 20 12 >30 >30 －

℃ｐＨ －/ 7.2/22 7.9/20 7.5/20 7.4/21 6.7/17 7.6/22 7.2/21 7.1/23 6.7/25 7.0/20 6.9/18 7.2/20 －

ＢＯＤ mg/L 5.5 0.7 0.8 0.8 ND 1.6 3.8 1.6 4.9 3.3 8.0 1.9 0.5
ＳＳ mg/L ND ND ND ND ND ND 19 25 25 41 2.4 ND 1
ＤＯ mg/L 10 8.8 9.6 11 12 11 8.9 7.7 5.1 8.6 8.4 8.4 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 20 40 0 0 0 0 2200 7900 86000 60 0 20 －

亜鉛 mg/L － － － － － － 0.012 － － 0.002 － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － 2.1 － － 2.0 － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － 0.17 － － 0.18 － － 0.01

地点名
定量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.7.1 H27.9.1 H27.11.2 H28.1.6 H28.3.2 －
採水時刻 9:24 9:26 9:00 10：03 9:25 11:20 －

項目＼単位＼天候 晴 曇り 雨 雨 曇り 晴 －

℃気温 24.8 20.8 23.8 14.0 10.9 7.5 －

℃水温 19.8 20.4 22.9 13.8 10.9 10.5 －

透視度 度 >30 >30 20 >30 >30 >30 －

℃ｐＨ －/ 7.2/21 7.0/23 6.7/24 6.9/22 7.4/17 7.5/20 －

ＢＯＤ mg/L 2.3 1.4 4.5 3.2 3.2 7.5 0.5
ＳＳ mg/L 17 26 24 22 ND ND 1
ＤＯ mg/L 9.1 8.3 6.9 9.5 9.3 8.9 0.5
大腸菌群数MPN/100mL 950 8300 44000 60 40 0 －

亜鉛 mg/L － － － － － － 0.001
全窒素 mg/L － － － － － － 0.05
全燐 mg/L － － － － － － 0.01

定量
下限値

採水年月日 －
採水時刻 －

項目＼単位＼天候 －

℃気温 －

℃水温 －

透視度 度 －

℃ｐＨ －/ －

ＢＯＤ mg/L 0.5
ＳＳ mg/L 1
ＤＯ mg/L 0.5
大腸菌群数MPN/100mL －

亜鉛 mg/L 0.001
全窒素 mg/L 0.05
全燐 mg/L 0.01
注１)NDとは定量下限値未満を表す。
注２)大腸菌群数の値は疎水格子フィルターを用いた測定方法による。

資１－２－１(5)　河川に係る生活環境項目及びその他の項目測定・分析結果

．33祓川　祓川橋 ．34中村川　小原町中組橋（AA類型）

．35中村川　宮野橋（AA類型） ．36碧川　新碧川橋

．37碧川　新井用水

地点名
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地点名 ７．櫛田川　松名瀬橋 10．阪内川　猟師橋 11．金剛川　焼橋 定量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.11.2 H27.5.1 H27.11.2 H27.5.1 H27.11.2 －
採水時刻 12:20 13：35 10:45 ：11 50 8:30 ：9 40 －

項目＼単位＼天候 晴 雨 晴 雨 晴 雨 －

ｶﾄ゙ﾐｳﾑ ℓmg/ ND 0.001 ND 0.001 ND 0.001 0.001

全ｼｱﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.01

鉛 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

六価ｸﾛﾑ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

砒素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

総水銀 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ｱﾙｷﾙ水銀 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ﾎ゚ﾘ塩化ﾋ゙ﾌｪﾆﾙ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ｼ゙ｸﾛﾛﾒﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

四塩化炭素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0002

1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0004

1,1-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

ｼｽ-1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

1,3-ｼ゙ｸﾛﾛﾌ゚ﾛﾍ゚ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0002

ﾁｳﾗﾑ　 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0006

ｼﾏｼ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0003

ﾁｵﾍ゙ﾝｶﾙﾌ゙ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

ﾍ゙ﾝｾ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

ｾﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

硝酸性窒素及び
ℓ亜硝酸性窒素 mg/
ND ND 0.5 1.8 0.7 0.6 0.5

ふっ素 ℓmg/ 0.19 0.13 ND ND ND ND 0.08

ほう素 ℓmg/ 0.71 0.75 0.24 0.04 0.05 0.01 0.01

1,4-ｼ゙ｵｷｻﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

注) NDとは定量下限値未満を表す。

資１－２－２(1)　河川に係る健康項目測定・分析結果
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地点名 14．中の川中の川樋門21．愛宕川愛宕川樋門23．三渡川三渡橋
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.11.2 H27.5.1 H27.11.2 H27.5.1 H27.11.2 －
採水時刻 11:43 14：28 11:10 12：10 10:00 10：50 －

項目＼単位＼天候 晴 雨 晴 雨 晴 雨 －

ｶﾄ゙ﾐｳﾑ ℓmg/ ND 0.001 ND 0.001 ND ND 0.001

全ｼｱﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.01

鉛 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

六価ｸﾛﾑ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

砒素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

総水銀 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ｱﾙｷﾙ水銀 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ﾎ゚ﾘ塩化ﾋ゙ﾌｪﾆﾙ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ｼ゙ｸﾛﾛﾒﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

四塩化炭素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0002

1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0004

1,1-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

ｼｽ-1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

1,3-ｼ゙ｸﾛﾛﾌ゚ﾛﾍ゚ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0002

ﾁｳﾗﾑ　 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0006

ｼﾏｼ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0003

ﾁｵﾍ゙ﾝｶﾙﾌ゙ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

ﾍ゙ﾝｾ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

ｾﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

硝酸性窒素及び
ℓ亜硝酸性窒素 mg/
0.8 ND 1.0 1.4 0.9 0.6 0.5

ふっ素 ℓmg/ ND ND 0.13 ND ND 0.45 0.08

ほう素 ℓmg/ 0.05 0.09 0.22 0.04 0.05 2.1 0.01

1,4-ｼ゙ｵｷｻﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

注) NDとは定量下限値未満を表す。

資１－２－２(2)　河川に係る健康項目測定・分析結果
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地点名 26．中川中川樋門 28．百々川松崎橋 34．祓川祓川橋
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.11.2 H27.5.1 H27.11.2 H27.5.1 H27.11.2 －
採水時刻 10:12 11：12 10:22 11：25 13:40 14：40 －

項目＼単位＼天候 晴 雨 晴 雨 晴 雨 －

ｶﾄ゙ﾐｳﾑ ℓmg/ ND ND ND 0.001 ND ND 0.001

全ｼｱﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.01

鉛 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

六価ｸﾛﾑ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

砒素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

総水銀 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ｱﾙｷﾙ水銀 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ﾎ゚ﾘ塩化ﾋ゙ﾌｪﾆﾙ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

ｼ゙ｸﾛﾛﾒﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

四塩化炭素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0002

1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0004

1,1-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

ｼｽ-1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0005

1,3-ｼ゙ｸﾛﾛﾌ゚ﾛﾍ゚ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0002

ﾁｳﾗﾑ　 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0006

ｼﾏｼ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.0003

ﾁｵﾍ゙ﾝｶﾙﾌ゙ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.002

ﾍ゙ﾝｾ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

ｾﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.001

硝酸性窒素及び
ℓ亜硝酸性窒素 mg/
1.6 1.2 1.5 1.3 0.5 0.9 0.5

ふっ素 ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.08

ほう素 ℓmg/ 0.03 0.06 0.05 0.02 0.02 0.03 0.01

1,4-ｼ゙ｵｷｻﾝ ℓmg/ ND ND ND ND ND ND 0.005

注) NDとは定量下限値未満を表す。

資１－２－２(3)　河川に係る健康項目測定・分析結果
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地点名 35．中村川小原町中組橋37．碧川新碧川橋
定　量
下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.11.25 H27.5.1 H27.11.2 －
採水時刻 10:30 10：12 9:40 10：30 －

項目＼単位＼天候 晴 曇り 晴 雨 －

ｶﾄ゙ﾐｳﾑ ℓmg/ ND ND ND ND 0.001

全ｼｱﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.01

鉛 ℓmg/ ND ND ND ND 0.005

六価ｸﾛﾑ ℓmg/ ND ND ND ND 0.005

砒素 ℓmg/ ND ND ND ND 0.001

総水銀 ℓmg/ ND ND ND ND 0.0005

ｱﾙｷﾙ水銀 ℓmg/ ND ND ND ND 0.0005

ﾎ゚ﾘ塩化ﾋ゙ﾌｪﾆﾙ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0005

ｼ゙ｸﾛﾛﾒﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.002

四塩化炭素 ℓmg/ ND ND ND ND 0.0002

1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0004

1,1-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.002

ｼｽ-1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.004

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0005

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0006

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.001

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0005

1,3-ｼ゙ｸﾛﾛﾌ゚ﾛﾍ゚ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0002

ﾁｳﾗﾑ　 ℓmg/ ND ND ND ND 0.0006

ｼﾏｼ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.0003

ﾁｵﾍ゙ﾝｶﾙﾌ゙ ℓmg/ ND ND ND ND 0.002

ﾍ゙ﾝｾ゙ﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.001

ｾﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.001

硝酸性窒素及び
ℓ亜硝酸性窒素 mg/
0.5 ND 0.8 2.3 0.5

ふっ素 ℓmg/ ND ND ND ND 0.08

ほう素 ℓmg/ 0.01 0.01 0.04 0.02 0.01

1,4-ｼ゙ｵｷｻﾝ ℓmg/ ND ND ND ND 0.005

注) NDとは定量下限値未満を表す。

資１－２－２(4)　河川に係る健康項目測定・分析結果
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資１－２－３　人の健康の保護に関する要監視項目分析結果

地点名 7.櫛田川 松名瀬橋10.阪内川 猟師橋 11.金剛川 焼橋 評価指針値 定量下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.5.1 H27.5.1 - －

採水時刻 12：20 10：45 8：30 - －

項 目＼単 位＼天 候 晴 晴 晴 - －

ℓｸﾛﾛﾎﾙﾑ mg/ ND ND ND 0.06 0.006

ℓﾄﾗﾝｽ-1,2-ｼ゙ｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ ND ND ND 0.04 0.001

ℓ1,2-ｼ゙ｸﾛﾛﾌ゚ﾛﾊ゚ﾝ mg/ ND ND ND 0.06 0.001

ℓp-ｼ゙ｸﾛﾛﾍ゙ﾝｾ゙ﾝ mg/ ND ND ND 0.2 0.001

ℓｲｿｷｻﾁｵﾝ mg/ ND ND ND 0.008 0.0008

ℓﾀ゙ｲｱｼ゙ﾉﾝ mg/ ND ND ND 0.005 0.0005

ℓﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ(MEP) mg/ ND ND ND 0.003 0.0003

ℓｲｿﾌ゚ﾛﾁｵﾗﾝ mg/ ND ND ND 0.04 0.004

ℓｵｷｼﾝ銅(有機銅) mg/ ND ND ND 0.04 0.004

ℓｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(TPN) mg/ ND ND ND 0.05 0.004

ℓﾌ゚ﾛﾋ゚ｻ゙ﾐﾄ゙ mg/ ND ND ND 0.008 0.0008

EPN ℓmg/ ND ND ND 0.006 0.0006

ℓｼ゙ｸﾛﾙﾎ゙ｽ(DDVP) mg/ ND ND ND 0.008 0.001

ℓﾌｪﾉﾌ゙ｶﾙﾌ゙(BPMC) mg/ ND ND ND 0.03 0.002

ℓｲﾌ゚ﾛﾍ゙ﾝﾎｽ(IBP) mg/ ND ND ND 0.008 0.0008

ℓｸﾛﾙﾆﾄﾛﾌｪﾝ(CNP) mg/ ND ND ND - 0.0001

ﾄﾙｴﾝ ℓmg/ ND ND ND 0.6 0.01

ｷｼﾚﾝ ℓmg/ ND ND ND 0.4 0.01

ℓﾌﾀﾙ酸ｼ゙ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ mg/ ND ND ND 0.06 0.005

ﾆｯｹﾙ ℓmg/ ND ND ND - 0.001

ℓﾓﾘﾌ゙ﾃ゙ﾝ mg/ ND ND ND 0.07 0.05

ｱﾝﾁﾓﾝ ℓmg/ ND ND ND 0.02 0.001

ℓ塩化ﾋ゙ﾆﾙﾓﾉﾏー mg/ ND ND ND 0.002 0.0002

ℓｴﾋ゚ｸﾛﾛﾋﾄ゙ﾘﾝ mg/ ND ND ND 0.0004 0.00003

ℓ 0 . 010 0 . 3 0 0 . 003 0 . 2 0 . 0 01全ﾏﾝｶ゙ﾝ mg/

ｳﾗﾝ ℓmg/ ND ND ND 0.002 0.0002

注）NDとは定量下限値未満を表す。
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資１－２－４　農薬の水質評価指針項目分析結果

地点名 7.櫛田川 松名瀬橋10.阪内川 猟師橋 11.金剛川 焼橋 評価指針値 定量下限値

採水年月日 H27.5.1 H27.5.1 H27.5.1 - －

採水時刻 12:20 10:45 8:30 - －

項 目＼単 位＼天 候 晴れ 晴れ 晴れ - －

ℓｲﾌ゚ﾛｼ゙ｵﾝ mg/ ND ND ND 0.3 0.001

ℓｲﾐﾀ゙ｸﾛﾌ゚ﾘﾄ゙ mg/ ND ND ND 0.2 0.001

ℓｴﾄﾌｪﾝﾌ゚ﾛｯｸｽ mg/ ND ND ND 0.08 0.001

ℓｴｽﾌ゚ﾛｶﾙﾌ゙ mg/ ND ND ND 0.01 0.001

ℓｴﾃ゙ｨﾌｪﾝﾎｽ（EDDP） mg/ ND ND ND 0.006 0.001

ℓｶﾙﾊ゙ﾘﾙ（NAC） mg/ ND ND ND 0.05 0.001

ℓｸﾛﾙﾋ゚ﾘﾎｽ mg/ ND ND ND 0.03 0.0004

ℓｼ゙ｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ（ECP） mg/ ND ND ND 0.006 0.001

ｼﾒﾄﾘﾝ ℓmg/ ND ND ND 0.06 0.001

ℓﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ mg/ ND ND ND 0.2 0.008

ℓﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ mg/ ND ND ND 0.03 0.003

ℓﾄﾘｼｸﾗｿ゙ーﾙ mg/ ND ND ND 0.1 0.001

ℓﾋ゚ﾘﾀ゙ﾌｪﾝﾁｵﾝ mg/ ND ND ND 0.002 0.0002

ℓﾌｻﾗｲﾄ゙ mg/ ND ND ND 0.1 0.001

ℓﾌ゙ﾀﾐﾎｽ mg/ ND ND ND 0.004 0.0004

ℓﾌ゙ﾌ゚ﾛﾌｪｼ゙ﾝ mg/ ND ND ND 0.01 0.001

ℓﾌ゚ﾚﾁﾗｸﾛーﾙ mg/ ND ND ND 0.04 0.001

ℓﾌ゚ﾛﾍ゙ﾅｿ゙ーﾙ mg/ ND ND ND 0.05 0.001

ℓﾌ゙ﾛﾓﾌ゙ﾁﾄ゙ mg/ ND 0.004 0.010 0.04 0.001

ℓﾌﾙﾄﾗﾆﾙ mg/ ND ND ND 0.2 0.02

ℓﾍ゚ﾝｼｸﾛﾝ mg/ ND ND ND 0.04 0.004

ℓﾍ゙ﾝｽﾘﾄ゙（SAP） mg/ ND ND ND 0.1 0.01

ℓﾍ゚ﾝﾃ゙ｨﾒﾀﾘﾝ mg/ ND ND ND 0.1 0.005

ℓﾏﾗﾁｵﾝ（ﾏﾗｿﾝ） mg/ ND ND ND 0.01 0.001

ℓﾒﾌｪﾅｾｯﾄ mg/ ND ND ND 0.009 0.001

ℓﾒﾌ゚ﾛﾆﾙ mg/ ND ND ND 0.1 0.01

ﾓﾘﾈーﾄ ℓmg/ ND ND ND 0.005 0.001

注）NDとは定量下限値未満を表す。
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①  ②  地点名 松名瀬町松世崎地先1,000ｍ 松阪港沖500ｍ
定　量
下限値

採水年月日 H27.6.20 H27.9.5 H27.12.5 H28.3.3 H27.6.20 H27.9.5 H27.12.5 H28.3.3 －

採水時刻 9:04 9:13 9:54 9:17 9:50 9:55 9:19 9:40 －

項目 ＼ 単位 ＼ 天候 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 －

℃ 25. 2 28. 5 10 . 5 7 . 2 26 . 1 28 . 2 10 . 8 7 . 9気温 －

℃ 21. 7 25. 8 14 . 4 8 . 6 22 . 3 26 . 0 12 . 8 9 . 2水温 －

水深 ｍ 3.1 0.8 2.3 2.0 10.6 11.8 10.2 11.0 －

透明度 ｍ 2.0 0.8 2.1 2.0 2.6 1.9 5.0 5.5 －

℃ 8. 3/ 6 . 0 8 . 1 / 19 8 . 1/ 21 8 . 1 / 20 8 . 2/ 8 . 0 8 . 2 / 21 8 . 1 / 21 8 . 0 / 20ｐＨ －/ －

ＣＯＤ mg/L 2.0 4.0 2.5 2.6 1.4 5.2 3.5 4.0 0.5

ＤＯ mg/L 8.9 11.0 9.9 11.0 8.3 9.4 10 11 0.5

全窒素 mg/L 0.13   0.42 0.09 0.16 0.11 0.31 0.10 0.93 0.05

全燐 mg/L ND 0.06 0.06 0.02 0.01 0.03 0.05 0.05 0.01

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND 0.5

亜鉛 mg/L 0.006 0.036 0.050 0.003 0.006 0.027 0.004 0.017 0.001

ℓﾉﾆﾙﾌｪﾉーﾙ mg/ ND ND ND ND ND ND ND ND 0.00006

③  ④  地点名 松阪港沖2,000ｍ 猟師町大正新田地先1,000ｍ
定　量
下限値

採水年月日 H27.6.20 H27.9.5 H27.12.5 H28.3.3 H27.6.20 H27.9.5 H27.12.5 H28.3.3 －

採水時刻 9:30 9:41 9:40 9:30 10:05 10:10 10:10 9:50 －

項目 ＼ 単位 ＼ 天候 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴 晴 －

℃ 25. 0 28. 7 9 . 7 7 . 4 26 . 1 27 . 4 10 . 3 7 . 8気温 －

℃ 22. 6 26. 0 15 . 8 9 . 1 22 . 6 26 . 4 14 . 3 9 . 1水温 －

水深 ｍ 13.2 10.3 11.2 12.2 2.5 3.8 3.0 2.2 －

透明度 ｍ 3.0 1.6 5.8 5.7 2.0 1.9 3.0 2.2 －

℃ 8. 4/ 7 . 0 8 . 0 / 20 8 . 1/ 21 8 . 0 / 20 8 . 3/ 8 . 2 8 . 8 / 20 8 . 1 / 21 8 . 1 / 20ｐＨ －/ －

ＣＯＤ mg/L 1.4 4.4 0.7 2.8 1.8 3.2 0.9 3.6 0.5

ＤＯ mg/L 8.5 6.5 9.9 11 8.9 12.0 11.0 12 0.5

全窒素 mg/L ND 0.27 ND 0.26 ND 0.15 ND 0.16 0.05

全燐 mg/L ND 0.03 0.03 0.01 0.02 0.01 0.03 0.02 0.01

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質mg/L ND ND ND ND ND ND ND ND 0.5

亜鉛 mg/L 0.022 0.021 0.007 0.011 0.011 0.010 ND 0.012 0.001

ℓﾉﾆﾙﾌｪﾉーﾙ mg/ ND ND ND ND ND ND ND ND 0.00006

地点名
定　量
下限値

採水年月日 H27.6.20 H27.9.5 H27.12.5 H28.3.3 －

採水時刻 10:20 10:20 10:24 10:00 －

項目 ＼ 単位 ＼ 天候 曇 晴 晴 晴 －

℃ 26. 5 27. 3 11 . 2 7 . 8気温 －

℃ 22. 8 26. 6 11 . 7 7 . 5水温 －

水深 ｍ 1.1 3.5 1.4 1.9 －

透明度 ｍ 1.1 1.3 1.0 1.9 －

℃ 8. 0/ 9 . 0 8 . 6 / 20 8 . 2/ 21 8 . 1 / 20ｐＨ －/ －

ＣＯＤ mg/L 1.2 4.4 2.1 3.4 0.5

ＤＯ mg/L 7.9 12.0 11.0 11 0.5

全窒素 mg/L 0.60 0.16 ND 0.29 0.05

全燐 mg/L 0.04 0.02 0.02 0.03 0.01

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質mg/L ND ND ND ND 0.5

亜鉛 mg/L 0.015 0.024 0.021 0.012 0.001

ℓﾉﾆﾙﾌｪﾉーﾙ mg/ ND ND ND ND 0.00006

注１）NDとは定量下限値未満を表す。
　２）*は水底まで透明度ありの状態のため、水深より上とした。

資１－２－５　海域に係る生活環境項目測定・分析結果

⑤  猟師漁港沖500ｍ
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資１－２－６　地下水に係る生活環境項目及び健康項目測定・分析結果

地点名 上ノ庄町地内 飯南町地内 環境基準値

採水年月日 H27.6.26 H27.6.26 －

採水時刻 9:55 － －

項 目＼単 位＼天 候 晴 雨 －

気温 ℃ 22.3 － －

水温 ℃ 20.5 － －

カドミウム（Cd) mg/ℓ ND ND 0.003

全シアン（CN) mg/ℓ ND ND 検出されないこと

鉛（Pb) mg/ℓ ND ND 0.01

六価クロム（Cr6+） mg/ℓ ND ND 0.05

砒素（As) mg/ℓ ND ND 0.01

総水銀（Hg) mg/ℓ ND ND 0.0005

アルキル水銀 mg/ℓ ND ND 検出されないこと

ポリ塩化ビフェニル（PCB) mg/ℓ ND ND 検出されないこと

ジクロロメタン mg/ℓ ND ND 0.02

四塩化炭素 mg/ℓ ND ND 0.002

1,2-ジクロロエタン mg/ℓ ND ND 0.004

1,1-ジクロロエチレン mg/ℓ ND ND 0.1

1,2-ジクロロエチレン mg/ℓ ND ND 0.04

1,1,1-トリクロロエタン mg/ℓ ND ND 1.0

1,1,2-トリクロロエタン mg/ℓ ND ND 0.006

トリクロロエチレン mg/ℓ ND ND 0.01

テトラクロロエチレン mg/ℓ ND ND 0.01

1,3-ジクロロプロペン mg/ℓ ND ND 0.002

チウラム mg/ℓ ND ND 0.006

シマジン mg/ℓ ND ND 0.003

チオベンカルブ mg/ℓ ND ND 0.02

ベンゼン mg/ℓ ND ND 0.01

セレン（Se) mg/ℓ ND ND 0.01

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/ℓ 0.7 ND 10.0

ふっ素（F） mg/ℓ ND ND 0.8

ほう素（B) mg/ℓ 0.02 ND 1.0

塩化ビニルモノマー mg/ℓ ND ND 0.002

1,4-ジオキサン mg/ℓ ND ND 0.05

注) NDとは定量下限値未満を表す。
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資１－２－７　河川底質に係る重金属分析結果

① ② ③松名瀬橋 猟師橋 昭和橋
定　量
下限値

H27.6.4 H27.6.4 H27.6.4 －

晴 晴 晴 －

総水銀 ㎎/L ND ND ND 0.0005

カドミウム ㎎/L ND ND ND 0.005

鉛 ㎎/L ND ND ND 0.01

銅 ㎎/L ND ND ND 0.05

亜鉛 ㎎/L ND ND 0.06 0.05

④ ⑤ ⑥中の川樋門愛宕川樋門 三渡橋
定　量
下限値

H27.6.4 H27.6.4 H27.6.4 －

晴 晴 晴 －

総水銀 ㎎/L ND ND ND 0.0005

カドミウム ㎎/L ND ND ND 0.005

鉛 ㎎/L ND ND ND 0.01

銅 ㎎/L ND ND ND 0.05

亜鉛 ㎎/L 0.39 0.06 0.05 0.05

⑦ ⑧ ⑨松崎橋 香良洲大橋 碧川樋門
定　量
下限値

H27.6.4 H27.6.4 H27.6.4 －

晴 晴 晴 －

総水銀 ㎎/L ND ND ND 0.0005

カドミウム ㎎/L ND ND ND 0.005

鉛 ㎎/L ND ND ND 0.01

銅 ㎎/L ND ND ND 0.05

亜鉛 ㎎/L ND ND ND 0.05

注）NDとは定量下限値未満を表す。

地点名

採水年月日

項目＼単位＼天候

項目＼単位＼天候

地点名

採水年月日

項目＼単位＼天候

地点名

採水年月日
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水質調査地点図（河川調査・地下水調査）
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番号 番号

1 櫛田川 犬飼 20 愛宕川 五十鈴橋

2 蓮川 新塩ヶ瀬橋 21 愛宕川樋門

3 櫛田川 神殿 22 三渡川 三渡橋

4 栃川潜水橋 23 ほたる橋

5 深野潜水橋 24 堀坂川 船橋

6 法田井堰 25 中川 中川樋門

7 松名瀬橋 26 百々川 延寿橋

8 阪内川 宮橋 27 松崎橋

9 五曲橋 28 甚太川 甚太橋

10 猟師橋 29 桂瀬川 トント橋

11 金剛川 焼橋 30 佐倉川 佐倉橋

12 金剛橋 31 勢々川 勢々川橋

13 孫川 神山橋 32 祓川 伊勢場橋

14 中の川 中の川樋門 33 祓川橋

15 真盛川 真盛橋 34 中村川 小原中組橋

16 名古須川 橋本橋 35 宮野橋

17 北出橋 36 碧川 新碧川橋

18 九手川 環状線橋 37 新井用水
19 神道川 神道川樋門

【地下水】 ★ 印 【ダイオキシン類】 ▲ 印

③ 金剛橋

B 御麻生薗町地内

調査地点名

① 櫛田橋井堰

② 五曲橋

地点名 地点名

調査地点名

A 朝田町地内
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83 ⑤

④
②

③

①

海域水質調査地点図

0 0.25   0.5            1km

番号 地　点　名　称

① 松名瀬町松世崎地先　　 1,000m
② 松　阪　港　沖　　　　　　　 500m
③ 松　阪　港　沖　　　　　　　2,000m
④ 猟師町大正新田地先　　 1,000m
⑤ 猟　師　漁　港　沖　　　　　500m



8
4

番号 調査地点名

① 松名瀬橋

② 猟師橋

③ 昭和橋

④ 中の川樋門

⑤ 愛宕川樋門

⑥ 三渡橋

⑦ 松崎橋

⑧ 香良洲大橋

⑨ 碧川樋門

河川底質調査地点図

⑧

⑨

⑦

②

⑤

⑥

③ ①

④

0    0.5      1             2km



単位：dB(A) 

等価騒音
レベル（ＬＡｅｑ）

昼間 夜間

駅部田町部田３号公園
松阪市
駅部田町682-29

平成27年12月16日
～ 12月17日

46( 55) 40( 45) Ａ第１種低層住居専用地域

ﾚｲﾝﾎ゙ーﾀｳﾝ四季の街北公園
松阪市
久保町

平成27年12月16日
～ 12月17日

47( 55) 37( 45) Ａ第１種中高層住居専用地域

五反田町公園
松阪市
五反田町２丁目1155-2

平成27年12月17日
～ 12月18日

49( 55) 40( 45) Ａ第２種中高層住居専用地域

荒木公園（競輪場横）
松阪市
春日町３丁目３

平成27年12月16日
～ 12月17日

41( 55) 35( 45) Ｂ第１種住居地域

市職員駐車場
松阪市
内五曲町４－１

平成27年12月17日
～ 12月18日

47( 55) 41( 45) Ｂ第２種住居地域

久保町河原山公園
松阪市
久保町502-181

平成27年12月16日
～ 12月17日

47( 55) 41( 45) Ｂ準住居地域

浅間公園（五十鈴公園）
松阪市
五十鈴町64-1

平成27年12月17日
～ 12月18日

49( 60) 42( 50) Ｃ近隣商業地域

八雲神社
松阪市
日野町690

平成27年12月17日
～ 12月18日

46( 60) 39( 50) Ｃ商業地域

善覚寺駐車場
松阪市
大黒田町313

平成27年12月17日
～ 12月18日

53( 60) 45( 50) Ｃ準工業地域

注1）（　）内の数値は、環境基準の値。

測定年月日 用　途　地　域

資１－３－２　自動車騒音常時監視結果

資１－３－１　環境騒音調査結果

測    定    地    点
環境
基準
類型

路線別の面的評価結果（戸数）

住居等戸数

① ② ③＋＋

④＋

昼夜とも
基準値以下

①

昼のみ
基準値以下

②

夜のみ
基準値以下

③

昼夜とも
基準値超過

④

住居等戸数

① ② ③＋＋

④＋

昼夜とも
基準値以下

①

昼のみ
基準値以下

②

夜のみ
基準値以下

③

昼夜とも
基準値超過

④

住居等戸数

① ② ③＋＋

④＋

昼夜とも
基準値以下

①

昼のみ
基準値以下

②

夜のみ
基準値以下

③

昼夜とも
基準値超過

④

（戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸） （戸）

一般国道号23 40 24 0 0 16 13 4 0 0 9 27 20 0 0 7

一般国道号42 525 490 34 0 1 164 131 32 0 1 361 359 2 0 0

松阪嬉野線 1,037 1,037 0 0 0 272 272 0 0 0 765 765 0 0 0

多気八太線 56 56 0 0 0 22 22 0 0 0 34 34 0 0 0

　　合計 ※ 1,653 1,602 34 0 17 470 428 32 0 10 1,183 1,174 2 0 7
5 5 0 0 0 1 1 0 0 0 4 4

路線別の面的評価結果（路線毎の割合）

昼夜とも
基準値以下

昼のみ
基準値以下

夜のみ
基準値以下

昼夜とも
基準値超過

昼夜とも
基準値以下

昼のみ
基準値以下

夜のみ
基準値以下

昼夜とも
基準値超過

昼夜とも
基準値以下

昼のみ
基準値以下

夜のみ
基準値以下

昼夜とも
基準値超過

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

一般国道号23 60.0 0.0 0.0 40.0 30.8 0.0 0.0 69.2 74.1 0.0 0.0 25.9

一般国道号42 93.3 6.5 0.0 0.2 79.9 19.5 0.0 0.6 99.4 0.6 0.0 0.0

松阪嬉野線 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

多気八太線 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

※  　　路線間の重複戸数を除いた合計
※  　　一般国道号42と松阪嬉野線において5戸の重複がある

評価結果（全体） 評価結果（近接空間） 評価結果（非近接空間）

評価結果（非近接空間）

路線名

評価結果（全体） 評価結果（近接空間）

路線名
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○ 1

○ 2

○ 3 ○ 4

5 ○

○ 6

○ 7

○ 8

○ 9

環境騒音調査地点図

0 0.5       1                 2km

番号 地 点 名 称

1 　駅部田町部田３号公園

2 　ﾚｲﾝﾎﾞｰﾀｳﾝ四季の街北公園

3 　五反田町公園

4 　荒木公園

5 　市職員駐車場

6 　久保町河原山公園

7 　浅間公園

8 　八雲神社

9 　善覚寺駐車場
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資１－４－１　道路交通振動測定結果

海会寺公園 JA松阪市支所

第１種住居地域 準工業地域

9:5211:3314:3516:4119:3020:3621:4823:029:0911:0414:0716:0519:0020:1021:2522:41

65 60 70 65

37 36 38 37 37 36 35 31 43 44 42 39 38 32 35 <30

(35) (42) (34)

注１)（　）内の数値は平均値。

国道23号

測定地点

道路名 県道松阪環状線

(37)

測定時刻

限度値
（dB）

測 定 結 果
Ｌ10（dB）

平成28年1月16日

4

　２）道路交通振動については、「振動規制法施行規則」第12条で、区域の区分、時間の区分ごとに道路交通振動の
    限度を定めており、三重県では「振動規制法施行規則に基づく知事が定める区域及び時間の区分」（昭和52年
    三重県告示第730号）で区域の区分、時間の区分を定めている。

用途地域

車線数 2

測定年月日 平成28年1月16日

87



○ 1

○ 2

道路交通振動調査地点図

0 0.5       1                 2km

番号 地 点 名 称

1 　海会寺公園

2 　JA松阪市支店
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資１－６－１　ダイオキシン類(コプラナーＰＣＢを含む)測定・分析結果　－大気質－

地　点　＼　項　目
ダイオキシン類濃度

（pg-TEQ/m3）

松阪市健康センター 0.0076

　注）毒性等量はWHO/IPCS(2006)に基づいて算出した。

※　採取地点は大気環境調査地点図を参照。

資１－６－２　ダイオキシン類(コプラナーＰＣＢを含む)測定・分析結果　－水質－

地　点　＼　項　目
ダイオキシン類濃度

ℓ（pg-TEQ/）

櫛田川 櫛田橋井堰 0.23

阪内川 五　曲　橋 0.29

金剛川 金　剛　橋 0.94

　注）毒性等量はWHO/IPCS(2006)に基づいて算出した。

※　採取地点は水質調査地点図（河川調査・地下水調査）を参照。

調査日：平成27年6月1日（月）～6月8日（月）

調査日：平成27年6月23日（火）
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